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中
国
の
目
指
す 

小
康
社
会

小
　
林
　
熙
　
直

　
昨
二
〇
〇
二
年
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
第
十
六
回
党

大
会
で
は
、
三
つ
の
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
。
一
つ
は
党

の
人
事
で
あ
り
、
二
つ
目
は
私
営
企
業
家
の
入
党
を
容

認
す
る
「
三
つ
の
代
表
」
論
を
ど
う
扱
う
か
で
あ
っ
た
。

　
結
局
、
党
総
書
記
は
江
沢
民
か
ら
胡
錦
涛
に
引
継
が

れ
、「
三
つ
の
代
表
」
論
は
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主

義
、
毛
沢
東
思
想
、

小
平
理
論
と
並
ぶ
重
要
思
想
と
し

て
党
規
約
（
中
国
共
産
党
章
程
）
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
三
つ
目
は
党
大
会
初
日
（
十
一
月
八
日
）
の
江
沢
民

報
告
の
主
題
と
な
っ
た
「
全
面
建
設
小
康
社
会
」（
全
面

的
に
小
康
社
会
を
建
設
す
る
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
十

一
世
紀
に
お
け
る
中
国
の
経
済
・
社
会
の
発
展
方
向
を

示
す
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
が
、

小
平
時
代
の
「
小
康
水

平
（
水
準
）
」
か
ら
「
小
康
社
会
」
へ
と
表
現
が
変
化
し

て
い
る
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。

　
以
下
で
は
、
中
国
の
中
長
期
発
展
目
標
で
あ
る
「
小

康
社
会
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
紹
介
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
江
沢
民
報
告
と
「
翻
両
番
」

江
沢
民
報
告
は
、
以
下
の
一
〇
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

（
１
）
過
去
五
年
間
の
工
作
と
十
三
年
の
基
本
経
験
：

　
一
九
九
七
年
秋
の
第
十
五
回
党
大
会
と
江
沢
民
が
総

　
書
記
に
指
名
さ
れ
た
党
第
十
三
期
四
中
全
会
以
降
の

　
成
果
の
報
告
。

（
２
）
「
三
つ
の
代
表
」
と
い
う
重
要
思
想
を
全
面
的

　
に
貫
徹
す
る
：
「
三
つ
の
代
表
」
重
要
思
想
が
マ
ル

　
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
、
毛
沢
東
思
想
及
び

小
平

　
理
論
を
継
承
、
発
展
さ
せ
る
重
要
思
想
と
し
て
位
地

　
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

（
３
）
全
面
的
に
「
小
康
社
会
」
を
建
設
す
る
た
め
の

　
奮
闘
目
標
：
二
〇
二
〇
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産

　
額
）
を
二
〇
〇
〇
年
の
四
倍
（
「
翻
両
番
」
）
に
、
（
具

　
体
的
に
は
、
二
〇
二
〇
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
三
五
兆
元
で

　
米
国
、
日
本
に
次
い
で
第
三
位
へ
、
二
〇
五
〇
年
に

　
は
第
二
位
へ
、
一
人
当
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
二
〇
二
〇
年
で

　
三
、
〇
〇
〇
ド
ル
の
水
準
が
目
標
、
な
お
、
二
〇
二

　
〇
年
は
共
産
党
結
党
一
〇
〇
周
年
、
二
〇
五
〇
年
は

　
新
中
国
誕
生
一
〇
〇
周
年
を
意
味
す
る
）
。

（
４
）
経
済
建
設
と
経
済
体
制
改
革
：
次
の
八
つ
の
目

　
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、

新
型
の
工
業
化

　
組
織
と
科
学
教
育
に
よ
る
国
の
振
興
、

農
村
経
済

　
の
全
面
的
繁
栄
と
都
市
化
の
加
速
、

西
部
大
開
発

　
と
地
域
経
済
の
協
調
的
発
展
の
加
速
、

国
有
資
産

　
管
理
体
制
改
革
の
深
化
、

近
代
的
市
場
シ
ス
テ
ム

　
の
健
全
化
、

分
配
制
度
の
深
化
と
社
会
保
障
制
度

　
の
健
全
化
、

対
外
開
放
水
準
の
全
面
的
引
上
げ
、

　

就
業
機
会
の
創
出
と
人
民
生
活
の
不
断
の
改
善
。

（
５
）
政
治
建
設
と
政
治
体
制
の
改
革
：
社
会
主
義
民

　
主
制
度
、
社
会
主
義
法
制
化
、
党
の
指
導
方
式
な
ど

　
の
改
善
が
目
標
。

（
６
）
文
化
建
設
と
文
化
体
制
の
改
革
：
先
進
的
文
化

　
の
方
向
、
民
族
精
神
の
育
成
な
ど
。

（
７
）
国
防
と
軍
隊
の
建
設
。

（
８
）
一
国
両
制
と
祖
国
完
全
統
一
の
実
現
：
台
湾
問

　
題
を
無
期
限
に
引
延
ば
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
９
）
国
際
情
勢
と
対
外
工
作
。

（
10
）
党
建
設
の
強
化
と
改
革
：
「
三
つ
の
代
表
」
重

　
要
思
想
学
習
の
徹
底
。

　
以
下
の
う
ち
江
報
告
の
主
題
で
あ
る
「
小
康
社
会
」

の
建
設
と
い
う
視
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
第
三
、
第

四
章
で
あ
ろ
う
。

　
第
三
章
で
は
、
二
〇
二
〇
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
規
模
を
二
〇

〇
〇
年
の
四
倍
に
す
る
と
い
う
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る

が
、
二
〇
〇
〇
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
一
九
八
〇
年
の
四
倍
に

す
る
と
い
う
「
旧
翻
両
番
」
に
対
比
し
て
、
こ
れ
は

「
新
翻
両
番
」
と
称
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
新
翻

両
番
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
中
国
経
済
は
年
平
均

七
・
二
％
の
成
長
を
遂
げ
る
必
要
が
あ
る
が
、
外
資
の

流
入
増
に
加
え
、
二
〇
〇
八
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
二
〇
一
〇
年
の
上
海
万
博
の
決
定
と
い
う
日
本
の
一

九
六
〇
年
代
を
想
起
さ
せ
る
状
況
か
ら
み
れ
ば
、
目
標

の
達
成
は
困
難
で
は
な
い
。

　
た
だ
問
題
は
、
一
人
当
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
そ
の
時
点
で
も

現
在
の
日
本
の
水
準
の
一
〇
分
の
一
に
満
た
な
い
う
え

に
、
所
得
格
差
が
よ
り
拡
大
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
で
あ
る
。
第
四
章
の
経
済
建
設
に
関
す
る
八
つ
の

目
標
の
う
ち

、

、

、

は
い
ず
れ
も
農
村
と
都
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伝
え
る
為
に
農
村
公
園
を
設
置
し
、
ま
た
、
低
湿
地
の

城
の
特
殊
性
を
こ
れ
ら
の
水
辺
景
観
を
復
元
す
る
こ
と

を
行
っ
て
い
る
。

　
長
江
デ
ル
タ
の
形
成
史
、
三
角
州
と
し
て
の
地
形
か

ら
み
て
、
縦
横
無
尽
に
は
し
る
ク
リ
ー
ク
網
に
は
こ
の

筑
紫
平
野
の
景
観
と
同
様
な
の
が
見
え
て
く
る
。
長
江

デ
ル
タ
の
太
湖
周
辺
は
〇
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
あ
る
。
二

〇
世
紀
初
頭
に
ク
レ
ッ
シ
ー
《
地
理
学
者
》
は
最
江
デ

ル
タ
の
ク
リ
ー
ク
網
に
つ
い
て
、
上
海
近
郊
農
村
の
事

例
を
挙
げ
て
、
水
路
延
長
は
一

で
お
よ
そ
一
〇
・
七

km

、
ク
リ
ー
ク
の
平
均
間
隔
は
一
二
〇
ｍ
と
い
う
稠
密

さ
を
報
告
し
て
い
る
。
干
拓
堤
防
の
歴
史
は
七
二
一
年

A
D

に
ま
で
遡
り
う
る
が
、
そ
の
後
、
十
九
世
紀
ま
で

の
幾
世
紀
か
を
経
て
、
長
江
デ
ル
タ
で
輪
中
を
め
ぐ
ら

し
、
干
拓
堤
防
を
建
設
し
て
、
水
田
農
業
地
域
が
拡
大

さ
れ
て
い
っ
た
。
干
拓
地
は
堤
防
建
設
直
後
の
初
期
段

階
で
は
耐
塩
性
の
強
い
木
綿
の
み
し
か
生
産
に
適
さ
な

い
も
の
の
、
ア
ル
カ
リ
土
壌
が
改
善
さ
れ
る
と
、
土
地

利
用
は
水
田
に
転
用
さ
れ
て
い
っ
た
。
デ
ル
タ
で
は
、

潮
汐
差
を
利
用
し
て
ク
リ
ー
ク
網
に
淡
水
を
あ
げ
る
逆

潮
灌
漑
の
技
術
が
導
入
さ
れ
て
い
っ
た
。
現
在
、
こ
の

よ
う
な
ク
リ
ー
ク
網
は
上
海
周
辺
で
は
都
市
化
が
進

み
、
埋
め
立
て
ら
れ
た
も
の
、
消
失
し
て
し
ま
っ
た
も

の
も
多
い
が
、
蘇
州
、
杭
州
な
ど
の
水
田
農
業
地
域
に

お
い
て
は
顕
在
で
あ
る
。
「
周
荘
」
は
重
要
文
化
財
に

な
っ
て
い
る
水
郷
の
村
で
あ
り
、
最
近
で
は
八
人
も
の

る
と
い
っ
ぱ
い
に
な
る
小
船
に
揺
ら
れ
て
、
船
頭
さ
ん

の
歌
を
聞
き
な
が
ら
こ
の
水
路
め
ぐ
り
が
で
き
る
。
元

代
か
ら
物
資
の
集
散
地
と
し
て
繁
栄
し
た
土
地
柄
で
あ

り
、
観
光
地
と
し
て
水
辺
空
間
を
整
備
し
、
古
い
町
並

み
を
整
備
し
て
景
観
保
全
を
行
っ
て
い
る
。

　
上
海
の
経
済
の
活
性
化
に
と
も
な
う
郊
外
地
域
へ
の

都
市
拡
大
は
著
し
い
。
上
海
で
は
金
融
・
サ
ー
ビ
ス

業
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
、
生
物
医
薬
関
連
企
業
な
ど
の
第

三
次
産
業
の
集
積
が
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
浦
東
空

港
整
備
、
港
湾
整
備
に
も
ち
か
ら
が
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
上
海
市
か
ら
南
京
市
ま
で
の
寧
高
速
道
路
、
杭
寧

高
速
道
路
に
そ
っ
た
地
域
に
は
開
発
区
が
立
地
し
て
お

り
、
上
海
を
中
心
と
し
た
半
径
二
〇
km

圏
内
で
は
、

シ
ャ
ー
プ
、
松
下
、
三
洋
、
日
立
、
ソ
ニ
ー
、
東
芝
な

ど
の
大
手
の
日
経
企
業
の
進
出
が
顕
著
で
あ
る
。
ま

た
、
上
海
市
は
国
家
級
開
発
区
、
市
級
開
発
区
、
省
級

開
発
区
な
ど
、
レ
ベ
ル
と
異
に
す
る
開
発
区
を
設
け

て
、
工
業
地
域
の
整
備
を
行
い
、
環
境
に
や
さ
し
い
環

境
汚
染
を
引
き
起
こ
さ
な
い
Ｉ
Ｔ
関
連
の
外
資
系
企
業

を
積
極
的
に
投
資
誘
致
し
て
い
る
。
上
海
市
の
み
な
ら

ず
、
近
郊
の
都
市
で
の
、
こ
の
よ
う
な
工
業
化
政
策
は

工
業
用
地
の
整
備
の
み
な
ら
ず
、
上
海
中
心
部
の
住
宅

地
域
を
郊
外
化
し
、
こ
れ
に
と
も
な
う
交
通
網
の
整
備

に
ま
で
向
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
四
大
基
幹
産
業
と

産
業
の
再
配
備
を
含
む
産
業
政
策
は
、
従
来
の
伝
統
的

な
水
田
農
業
地
域
の
ク
リ
ー
ク
網
を
中
心
と
し
た
水
辺

空
間
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
環
境
変
化

は
自
然
そ
の
も
の
の
変
化
に
よ
る
も
の
と
、
人
間
活
動

の
結
果
と
し
て
生
じ
る
も
の
が
あ
る
が
、
巨
大
都
市
の

牽
引
力
は
大
き
く
、
環
境
変
化
は
急
激
に
引
き
起
こ
さ

れ
て
い
る
。
日
本
で
の
、
見
な
れ
た
景
色
を
景
観
保
全

ま
で
に
引
き
上
げ
る
に
は
長
時
間
を
要
し
た
が
、
中
国

の
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
時
間
が
か
け
ら
れ
て
い
く
の

で
あ
ろ
う
か
？

（
は
る
や
ま
し
げ
こ
・
東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成

　
科
学
研
究
科
助
教
授
）

　
　
３
、
変
わ
る
水
辺
空
間

二
〇
〇
二
年
中
国
環
境
十
大
ニ
ュ
ー
ス

　『
中
国
環
境
報
』編
集
部
が
選
ん
だ
二
〇
〇
二
年
に
お

け
る
環
境
十
大
ニ
ュ
ー
ス
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
環
境
保
護
が
第
十
六
回
党
大
会
（
十
一
月
）
の
提
起
し

　
た「
全
面
的
に

小
康
社
会

を
建
設
す
る
」う
え
で
の

　
重
要
目
標
と
な
っ
た
。（
小
康
社
会
に
つ
い
て
は
本
所
報

　
10
〜
12
頁
参
照
）。

　
全
国
人
民
代
表
大
会
と
政
治
協
商
会
議
（
三
月
）
に
お

　
い
て
環
境
保
護
が
ホ
ッ
ト
な
テ
ー
マ
と
な
り
、
安
全

　
食
品
、生
態
保
護
、汚
染
処
理
な
ど
に
関
し
多
く
の
提

　
案
が
な
さ
れ
た
。

　
第
五
次
全
国
環
境
保
護
会
議
が
北
京
で
開
催（
一
月
）。

　
全
人
代
常
務
委
員
会
に
て「
環
境
影
響
評
価
法
」（
一
〇

　
月
）
お
よ
び「
清
潔（
衛
生
）生
産
促
進
法
」（
六
月
）
を
採

　
択
。

　
環
境
保
護
違
反
企
業
へ
の
立
入
り
検
査
を
強
化（
六
〜

　
九
月
で
一
〇
六
万
社
）
。

　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
で
、
自
動
車
排
ガ
ス

　
規
制
の
強
化
を
前
倒
し
で
実
施
へ
。

　
北
京
市
が
視
界
四
〜
五
メ
ー
ト
ル
の
厳
し
い
黄
砂
に

　
襲
わ
れ
る
（
三
月
）
。

　
人
食
い
魚（

、ア
マ
ゾ
ン
原
産
の
肉
食
魚
）が
中
国
各

　
地
に
出
現
。

　
成
都
市
、深

市
お
よ
び
赤
峰
市
が
二
〇
〇
二
年
に
お

　
け
る
全
世
界
五
〇
〇
環
境
都
市
に
選
ば
れ
る（
六
月
）
。

　
遼
寧
省
が
環
境
循
環
型
の
経
済
実
験
省
に
指
定
さ
れ

　
る
（
三
月
）
。

　
な
お
、「
衛
生
生
産
促
進
法
」
は
二
〇
〇
三
年
一
月
一

日
施
行
で
、
現
在
も
遵
法
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
展
開
中
で

あ
る
。
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